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はじめに

肥料の大量投入・工場排水で汚染物質

水の流れに乗って移動

水分フラックスの大きさ・方向を把握することは大事
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研究の目的

団粒を崩した三重黒ボク土団粒を崩した三重黒ボク土
にPHPPを適用

ボ黒ボク土中の飽和・不飽和
流の水分フラックスの大き流の水分フラックスの大き
さ・方向の推定精度の評価
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排水速度を測定
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水分フラックスの推定値と実測値の比較
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砂との比較
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砂 不飽和がずれる

（2011,加藤薫）

砂…不飽和がずれる
黒ボク土…飽和がずれる



黒ボク土の飽和流の誤差が大きい原因
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水分フラックス(流速)の方向 φ
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・流速が小さい方が相対誤差が大きい



おわりに

黒ボク土へ適用したところ…

水分フラックスの大きさの推定水分フラックスの大きさの推定

飽和流…不均一な流れになることが原因で誤差

不飽和流…液相と気相の分布の変化が少なく良い精度

方向の推定
流速が50cm/day以下になると誤差が生じる流速が50cm/day以下になると誤差が生じる
→フラックス推定の相対的誤差が大きくなることが原因




